
■生産現場で実施できる残留農薬の簡易検出法について

平成14年８月以降、全国多数の県で無登録農薬

の販売や使用が確認され、その内容が新聞、テレ

ビ等で報道されました。本県では、県産の農産物

の安全を確保し、消費者の信頼を得るため、出荷

段階で残留農薬の検査を実施することに決めまし

た。しかし、従来の農薬残留分析は高額な分析機

器や設備、熟練した技術等を必要とし、生産現場

において実施することはできませんでした。そこ

で、当農業技術センターでは、免疫測定法とも呼

ばれ、主に臨床検査などに利用されているイムノ

アッセイを利用して、無登録農薬を検出するマニ

ュアルを作成しました。また、分析技術の統一を

図るため、イムノアッセイ分析研修会も開催しま

した。さらに、吸光度測定結果を迅速かつ簡単に

解析できるデーター処理フォームを作成し、県内

の普及センターやJAの分析担当者に配布しました。

この技術を利用して平成14年12月から定期的に適

用外使用農薬（ニラのプロシミドン及びナスの2,

4-D）の残留検査を実施しています。なお、この検

査方法は簡易に測定できますが目的とする農薬以

外にも反応することがあり、陽性と判定された場

合でも最終的な判定は質量分析計付きガスクロマ

トグラフにより行います。 分析結果については高

知県農林水産部のホームページに掲載されていま

す。

アドレス：

http://www.pref.kochi.jp/~nousei/norinbu/

１ イムノアッセイ分析のフローチャート図

［農薬管理科 市原 勝］

イムノアッセイ分析法の操作手順

各溶液の添加
　Zero、検量線溶液、Control、
サンプル溶液を○○μLずつ
各２本のチューブに添加する。

Enzyme Conjugate
（酵素標識抗原）
250μLずつすべての
チューブに添加する。

Magnetic Particles
（磁性体結合抗体）
  500μLずつすべての
チューブに添加する。

３０分間放置
・試験管ミキサーを
用いて溶液を攪拌する。
・ラップフィルムで 覆い、
30分間放置する。

磁石ユニットに装着
・磁石ユニットにチューブをラックごと装着し、２分間放置する。
・ラックを反転させて溶液を捨て、ペーパータオルにチューブ
を押しつけて水分を切る。

Color Solution
（発色液）
・500μLずつ添加し、
試験管ミキサーで攪拌する。
・ラップフィルムで覆い
室温で20分間放置する。

Washing Solution
（洗浄液）
・１ｍＬずつ添加し
２分間放置する。
・前操作と同様に
洗浄液を捨てる。

吸光度測定
  反応停止後、15分
以内に吸光度を測
定する。

Washing Solution
（洗浄液）
・再度、同様の操作
を繰り返す。
・洗浄が終わったら
ラックからはずす。

Stopping Solution
(停止液）
  500μLづつ添加し、
試験管ミキサーで
攪拌する（発色停止）。
　

  発色液と停止液
は同じ順番に、
同じ調子で添加
する。反応時間
が重要である。

  磁石ユニットとラック
が離れないように。

  部屋の温度は低めに
設定しておくこと。
温度が高いと反応が
進み、吸光度が測定
範囲を超えるおそれ
がある。

・2,4-Dの場合250μL
・プロシミドンの場合100μL。

チップの先に溶液が付着
しないように！

青色

黄色

  ハンディフォト
メーター450nm。

前処理の手順（ニラのプロシミドン）

試料調製
  ニラを2cm程度に
きざみ50gをポリ袋
へはかり取る。

抽　　出
・50%メタノール100mL
をメスシリンダーで正確
に量り,試料に添加する。
・15分間時々振り混ぜ
ながら抽出する。

ろ　過
  抽出液を
ろ過する。

希　　釈
・ろ液250μLをマイクロ
ピペットで目盛り付き
試験管に取る。
・希釈用緩衝液(PBS)で
5mLに定容して、充分
に攪拌（20倍希釈）する。
・検液とする。

  ニラは洗浄せず、
そのまま使うこと！

前処理の手順(ナスの2,4-D)

試料調製
・ナス5個を水洗い
しキムタオルで水分
をふき取る。
・全てのナスを細断
する。

ホモジナイズ＆抽出
・細断したナス100gに
イオン交換水400mLを
加える。
・1分間ホモジナイズする。

ろ　過
　抽出液を
ろ過する。

検　液
(サンプル溶液）


